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診

　なほ 冨岡地 方 に 産 す る 口脚類 に、 新 た に フ ト ユ ビ シ
ャ

コ 砺 ’lo8 螂 婦 醪 c1癖 α9嬲

を附 加すべ き事 を序 に 申し添 へ て 置 く、 潮線 下 の 岩 の 隙問 を潜 つ て歩 い て 居 た

もの を捕 へ た が 體長 憩 mm
， 秦 體暗黒 色 。 酒 精 に入 れ た ら漸 次 脱色 して 黒 自の

縞 模様 を 呈す る に 至 つ た
。　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈8，

17 〕

　追記 II　 古 い 動 物學雜誌 を見 て居 る とき、 不 圖 、 谷津 博士 の 『幼 ・ ・ウ キ ム

シ の 運 動』 と云 メ、記 事 （27 卷、322 號 ） を發 見 した。 上 に述 べ た私 の 觀察 した

竜の と よ く
一

致 す る と思 ふ故 、急 い で 申 し添 へ る 。 今一 つ
、 疎忽 の も 詫序 で に

申 す こ とを 許 され る な らば 、 北原 氏が 『カ ジ カ の 産 卵』 と題 して 9 卷 102號 に

書 か れ た 感の は 、 河 と海 と の相 違 は あ るが 、 私が逑 べ た 『ノ ・ゼ 類の 卵 』 （天 草

雜俎 そ の 四、 ：96） と大 そ う よ く似 た事 實で あ る
。

此類
…

般 に通 じて同樣 な習 性

を もつ もの で あ ら うか 、 大 方の 教示 を 乞 ふ 。
Ahma に つ い ての 追 加 に 更に追 加

す るが 、 私は 巴灣 で 手 繰 で 獲 た の と同 じ樣な 竜の を 多數 、
八 代沖合 の 朋 瀬場で 、

朋 瀬の 金網 に引掛 つ て千 乾 び て 居 る の を 九 月二 日 IC見 た。　　　　　 ｛．9，
51

Whitm αnia 　 laevis の 分 布 及 び 習性 に 就 い て
，

高　　橋　　定　　衞

臺 北 第 一・師 範 學 校 博 物 室

，

F

1 緒 言

　過 去 二 個年 間 に臺灣島内各 地 を旅行 し、
其 の 傍 、 觀察 し得 た 事 の 中 、 臺灣 産

の ウ マ t
”
　／vH

’
lbitma，pia 　tacvi．g　（BLANCHARD ）Vtlli．．fOi・lttOSCIItft 　 OKA に就 い て

、
次 に

其 の 分布 と習性 とを蓮べ て見 よ S ，爾末筆に於 V て簡 單乍 ら飼 育法の 一
端 を附

記 し よ 5 と思 ぷ 。

　 今 茲で 蓮 べ よう とす る 種 は 、
IS69 年 に Hi ’

rt“lo　t｛t・eじi．9 として BA11田 氏が 支那

か ら記載 した の を始 め と し、
　Jiicro，sloina 　piJt　rienb ，

　Leptostomapigrttm，　II”hi−tnian・i（［・

piyra 等 と し て發 表 され て ゐ る。其 の 後 、
1896 年 に Bf．，INcH ．NRD 氏 に依 つ て

lF1塾i加 伽 1α 1α81・〜9 と して支 那 か ら發表 され た もの が 今 日 に及 ん だの で あ る 。 臺

灣 産 の 本種 は 、
1910 年 に丘 淺 次 郎愽士 に 依 つ て 新亜種 ll71bit．　pigra　vEn

’．、f・　or ｝no −san α

と名付 け られ た が 、 此 れは 臺灣産 Ii’7bith」Lania の 最初 の 認鋒 で あ つ n 。 然 る に

本 亜種は 新種 llワ副 澱 磁 9訪 1σユ顧 磁 如 として 近 く發 表 され よ う と し て 居 る。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

60S 費 料

　　　　　　　　　　　　　II 分　　　 布

　II’ltit−ntαo ・i‘r 展は ア ジ ア 特産と され て ゐ る
。 共 の 中 照 勧 〜ω 〜1α 〜α爾 蝦 よ ア ジ

ア南部 に廣 く分布 し、 印度 、 印度支那 、 中南郡支那 及 び 是等 に附屬の 島々 乙こ擴
が つ てゐ る

。 我が 國 で は ウ マ 　t
“
　7V の 名 を持 つ て古 くか ら世 人に知 られ て ゐ る所

で あ る
。 臺灣に て は 殆 ん ど至 る所 の 水 田 、 蓮池等 に

棲ん で 居 る 故子供 まで が 良 く知 つ て居 る
。

Fig，1 に

示 しte私の 綵集地 點 か ら見 比 べ て 竜、 本 島に 於 け る

分 布然況の 一
面 は 窺 はれ るで あ ら うe

　臺灣 で は 、 略 1南 北 に走 る中央 大 山彙 と海 とに依

つ て、東西 の 交通が 斷た れ て居 る事 は周 知 の 事實で

あ る
。 然 る に 東部の 臺束 、 花 蓮港 に も此 の 種の 蛭 が

發 見 さ れ る と云 ふ 事 は 、分 布法 に關 す る小 さな疑問

を導 くで あ ら う。 海 岸及 Ot
’
Ili地 には 杢 く棲ん で 居 ら

由 が 、勿 論 、 人 爲的移殖 か或 は 古 代 に牛 地 聯絡 が 有

つ た もの か 判 明 しなV・・。私 は 臺東 の 南方 な る太 麻 里

附近の 蕃 人連 が耕作 してゐ る 水田や花 蓮港北 方 の タ

ツ キ リ溪及 び 大濁 水 溪の 下 流地 方一帶 を 、 本種 の 最

も多 く現 れ る 三 月に
、 注 意深 く調 べ た が 一頭 を 竜發

見 し得 なか つ だ。 是 等 の 地 方 か ら集め た 材料 を比 較

し て 見 る と 、 悉 く同種 型 の もの で は 無 く、 内外の 構

造 に可成 の 變異 を現 して ゐ るが 、共れ 等 1こ關 して は

何 れ 詳 し く紹 介 し度V と思ふ 。

斐

Fig．　L 　豪灣島内 に 於 け る

ll7tit，　i厂tel’isの 分布 を示 す o

　　　　　　　　　　　　 III 生 活 状 態

　1． 棲息場所　既 1加 伽 池 iαevi ，g は 主 として水 田及び 蓮 池に棲 U鹽が、 町 村を

流 れ る 泥深 ・ ソ ト川 や淺 い 池等 に も割合 に 多い
e そ して石 下 に圓 くな つ た b、泥

中 に潜 つ た 鉱 或 は水 中の 木 片 、 水草 の 葉裏 、 莖 等 に吸 着 して ゐ る
。

けれ 共郊

外 を 歩 く時 な ど游 泳 して ゐ る の を見 受 け る事 が非 常に多 い
。

　2． 活動期及 び越 冬　上記 の 如 き揚所 で 、
二 月か ら五 月 2 で に最 も數 多 く現

れ る。六 月及び 七 月 の 上 中旬 に は 極 く少 く、
一一tt二 頭 の 綵集 さ へ 容易で ig　tn 。

此

の 時期 に 産卵 す る か 、泥 中に潜 るの か 、水 草等 の 茂 る爲見 悪 い の で あ るか 或 は

叉 食 物 に 關係 が 有 るか 等 々 に就 い て は不 明で あ る
。 臺灣で は七 月

一
ド旬か ら八 月

に亙 つ て 第二 囘の 田植 ゑ を行 ぷが 、 此 の 頃 に な る と水 田其 の 他 の 揚所 に本種 は

再 出現の 状態 を示 す 。
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一年 を通 じて 、 此 の 他の 時期に は滅多 に居 らない

。 十 月 以後は泥 の 中に入 b 、

體 を圓め て
、 自體か ら分泌 す る

一
種 の 粘 液 に依 つ て周 圍 の 泥 を固め 、 此 の 中で

越冬 す る の で あ る
。 其 れ 故 、 冬期 ば 牛 ば 乾い た 泥 を掘起 して も綵集 出來 る。泥

中で 越 冬す る場合 、 臺北 附近 1こ最 も多 い OdOntl，deJiα で は 、 十 數 或は數 十集 團．

して ゐ る事 が屡 々 で あ るが、本 種 に於 い ては 單獨 の もの が 多 く、 數頭が 群 集 す

る 事 は 極 く稀 で あ る 。

　3． 交尾及 び 自由運動 　三 月
一
ド旬 か ら四 月頃臺 北 附近 の 田舍 を歩 い て 見 る と、

時 折 、 靜 流 或 は溜 う水 の 中で 、 後吸盤 を石 や 木 片 に着 け た二 頭 の蛭 が、體の 前

部 を縒 う合 せ て ゐ る奇 態を示 すが、此 れ は本 種 の 交尾 で 、
Fig．2 に其 の 略 盡 を

載 せ よ う。 此 の 頃 數多の 蛭 を飼 つ て 見 る と 、 器物 の 中で も此 の 種 の 交 尾 が行 は

れ る。
一

頭 が異 つ た 他の 二 頭 1こ交尾 す る事 も珍 し くなV ・
。 交尾 に於 い て二 頭 間

に行 は れ る 交渉や 、 産 卵 、 發生 の 事 に就 い て は未 だ到 明 して居 らな V
。

　本 挿 は 交尾 す る頃 に な る と特 に 良 く水 中 を游 泳 す る。 ∬ 伽 ’伽 吻η）0 磁 力｛泳

ぐ時 に は 體 を上
一
ドの 波 状 に動 か す か 或 は 横 向 きに なつ て 左 右 に動 か すか で あ る

が 、
IF掘 f．

‘1α（
・
翻 も同 様 な游泳 法 を選 ぷ 。 餌を 求

め る時 や 敵 か ら逃れ る時等 には 非常 に速 い もの で

あ る。然 し、前 後 の 吸盤 を使用 しての 運動 は 少 V
。

但 し夜 間 は 彼等 の 活動 が 一層 盛ん に な b、 陸 に上

つ て 這 ひ 廻 る專 も稀 で は 無 い
。　　　　　　　　　

FinE・　2・ 職 1・1繍 s の 交 尾

　活 動 期 に 於 い て は 常 に體 を動 か し 、 靜止 す る 事が なV ・
。

此 の 運 動 は 所 謂蠕 動

で 、 後吸盤 を以 て 物 に吸 着 し、
此處 を中心 と し て前體部 を上 下 の 波 状 に動か す

の が 常で あ る
． 勿論、1−lirLidiii〜しe の み な らず Herp 。bdel］1・醸 や Glossiphonidae

の 蛭 で も此 れ に麺 す る蠕動 を す る が 、 此 れ は ゐ1脚 〜σ匚1硲 傭 や JTerei＄　es　ll於 い

て見 られ る蠕動 と同 じく、 呼吸 作用 に 關係が 有 る ら しい
。

　4． 貪性　温 油 脇 〕〜iα ’α8 酷 力級 血性 で な くて食 肉性で 有 る こ とは 、

一
般 に

知 られ て ゐ る。 TI’7i・it．　lae
’
vis は 内地で は タ ニ シ 賛 吻 α 川 ε を食 ふ と云 ムが 、 當地

で は タ ニ シ が 食は れ る様 な事 は 無 さ き うで あ る。 The　 Fauna 　of　8ritish　Illdia

の HirudiDae の 中 には 、
　 W ，　A ．HARDING 及 び ，」，P ．　MoORE 兩氏 の Ilη罐 tα・evis

に關 する 細か な記載 が 有 るが 、 食姓 に就 い て は未 だ 明瞭 を缺 V ・て ゐ る
。 只 魚 蝋

一

ep 　is　lc似て 居 る と云 ム 意味 を 附 言 して あ るの みで あ る
。

・柵 漉 、1鰍 愈 の 最 も好 ん で 食 ふ の は 當地 に於 い て は Lgm ）Fea 屬で
、 大 小二 種

の 中、 大 形 の 凾 ノー 7ぬ oγ 」3E潮 ONY ？｝ を 多 く食 ふ。稀 に は 前逑 の 通 ウ臺灣 産の タ

ニ シ 鰍 勿 1・卿 ・ 及 c）：・B ・lbnus の 幼 い の や タ イ ワ ン カ ・ ・ニ ナ 鐸紬 岫 潮 ・・ens ・is

を襲 ふ 事 も有 る が 、伸 々 に食 ふ こ とは 出來 な V 。 是 等 の 貝 は 丈 夫 な靨を持 づ
’
｛一

居 る 故 、 突入 して來 る Jl7hit　laevi・9 の 頭部 を 力 強 く搾 め 付 け る
。 大 きな汐ニ ジ
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に襲 ひ 掛 つ た 揚脊叙み 孕 死 の 状態 に され て辛 うじて逃 げ るの も珍 らし くな い
。

其れ 故 、
タ ニ シ や カ バ ニ ナ は 襲撃さ れ て 竜滅 多に食 は れ ない

。

　Fig・　3 は 本 種が 加 跏 翩 η痂 卿 を襲 ふ所 を ス ケ ヅ チ した もの で あ る。 最 初

吻 況 瑠 α を發 見 す る と、 後吸盤 で具 殻口 の 横 に吸着す る。 此 は 其 の 後の 動 作 を

自由 な ら しめ る爲 に重要な點 で 、」・ v？Tbw，ees が 逃 げ よ う と して も逃 さず叉體 を縮

め て殼 の 中に入 つ て も、 足 場が 固定 して ゐ る故 細 い 頭 を 容易 に貝 の 中へ 突込 み

得 るの で ある。 些望）揚合 陥 紘 伽 鵡 は 、 勿 跏 〜鶴 の 體 と貝 殻 との 境界か ら頭

を突込 む の で あ うが 、 氣門の 位 置か ら入 る こ とが最 も9yV’
。

此 の 樣に して頭 を

體内深 く突 込 ん で 、 最 内部の 肝臓か ら食 ひ 始め 、 殼 以外の 肉體杢 部を食 つ て 了

ふ 。 稀 には 肝臓 だけ食 つ て Lym ・itf’a を 死 なせ る事 竜あ る
。

一
頭 の 翔 ηZ” 雌 を捕

へ て之 を食 ひ 終 る ま で 三 十分位で あ るが 、 時 に は二 時 聞 も貝 を抱 い て ゐ る
。 引

續 い て二 頭 の 五シγ脚 雌 を 食A こ とは 幾 らもあ る n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 α　　　　　　　　　　　　　 b　　　　　　　　　　 c

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．3L 脚 ，燗 を襲撃 中 の J・P「瀦 ‘仰 廊 ，

　勿論此 れ は飼 つ て 置 い た材料に依 つ て見 た の で あ るが 、 少 し く注意すれば 、 水

田や 小川 等 で 圓 くなつ た TVhri・t．　Zα 砌 18の 淨んで ゐ る の や、 流れ てゐ る の や 、 沈

ん だの 等 を見 受 け られ る 。
こん な時に は 必 ず 勾 臓 6α を 抱 い て ゐ る

。

　食 ひ 込 んだ 掬 跏 鵬 を如 何 に 消化 す るか s 自然 で は 食 ひ 溜 め が 何程 出 來 る も

の か 等 に 就 い ては 不明で あ る。 私 の 飼 つ た もの の 中には 、 續 け て 四 日、 ［11e−一一

頭 つ つ 勾 跏 醐 を食つ て 六 日 目に死 ん だの が 居 る 。 多 分何 か 病 氣 らしい 駿況 で

あつ た が 、食 ひ 過 ぎが 原 因 で あ る か 否か は判 らな い 。

　5s 再生 其 の 原 因は 知 ら諏 が 、 頭が缺 け てゐ た う、 後 吸 盤 が無 か つ feb す

る 研瀦 ・伽 瑠 を野 外 で 見 る事 があ る。 去 る三 月 、 飼 育 して 置 い た材 料 中か ら

數頭 を選 び 、 頭 を切 つ た の と尾部 を 切つ た の とを別 に して養 つ て見 た が 、 頭の

無 い の は一
頭 だけ生 き、 尾部 の 無 い の は 杢 部生 きて ゐ る。 傷 口 は 一週 潤 繊 内に

治 つ て 了 A が 、 新 し く頭 や後部 を造 る か 否 か は未 だ不 明で あ る
。 只 元 氣 良 く蝣

泳 した 1）這 つ た b す るが 、 食物 を 食ふ らしい 樣子 は見 え瞭 。本島人は 此 の 蛭 を

幾 っか に 細留 レ水 牛の 糞の 中 に入 れ て置 くと全 部頭、と尾部 が出 來 て逶 ひ 出 すと

示つ てゐ るが 、勿 論此 れ は 営に は な る ま い
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　6． 外都 へ 寄生す る蛭 　五 月頃 、 泥 中か ら綵集 した PYhi．t，．　laevi・s の 體表 に は 、

厘 々 α o錮 廼 ω 磁 1磁 が寄生 し て ゐ る。 同 じ く （茅1醐 ψ1廟 ぬ の 中、fE｝一一・種 の 小

さな蛭 が體 表 に 吸着 して 血液 を吸 メ、 が、 此 の 種 は 確 な種 名が勃 らな い
。 多 い の

に な る と、

一頭 の 躍儲 ．1α 6癇 に十頭餘 1）寄生 し て ゐ る。 （辛1磁 p1酬 脇 は 充分

吸 血 す る と間 も無 く離 れ て 了 ぷ か ら、 宿主 に き程 の 害 を 與 へ て ゐ る ら し く も見

え な い
． 只 」

’V7e’it．　i・aev ・i・s に は病 死 す る もの が 見 受 け られ るが 、 此 れ 等の 原 因に

は 或 は 關係 す る か 竜知 れ 纐
。

　　　　　　　　　　　　　 IV 飼　育 　法

　1「1癖 ・置α6廟 は 材料 が 豊富 で あ 1
） 、 食 物 竜勝 手 に得 られ るか ら、 飼 育 も至 つ て

簡 軍 の 樣で あ るが 、 實驗室 内で 小器物 に入 れ た 窪 裟長 く飼 ふ 事 は難 い 。然 し大

きな ガ ラ ス 器或は 水棲生物飼 育箱等 の 底 に泥 を數 き、水 を淺 くして 、時 々 田光

に當 る様 な所 に置 けば、 可成長 V ・間 飼 ふ事 が 出來 る
。 暫 く飼 つ て 置 い た もの の

中へ 五ッη摺 α を 入 れ て 概 くと捕食 の 樣 竜見 られ る
。 前 越 の 通 b 夜 間 の 活動 性 が

あ る 故 、
夕 方 以後器物 の 蓋 を忘れ る と、 逃げ出 す虞 がある。飼育法が完全 に 行

けば 、 産卵 、 發生 に 關す る研究に も便宜 が多 か らう と思 ふ 。

Hi でud 洫ae は 何れ

も水 か ら離 れ て容易 に 死 な繊 。 其れ 故 、 油紙や 木 の 葉 に 包 ん で 置 い て も二 三 口

は 生 きて ゐ る 。 叉 、 遠方 へ 持 ち運 ぶ 時等 は 泥 の 中に入 れ て 置け ば二 邇 間は 生 か

し て 置 け る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鰻VH ，　ig31）
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